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全国道路施設点検データベースへデータ登録する際の加工等手順書

1. 目的

全国道路施設点検データベース（以下、点検 DB という）における「道路施設の諸元等の基本

データ」のデータ登録・更新は、当面、「道路管理データ更新登録業務」にて実施することとなっ

ている。この際、作成した登録用データを道路管理 DB から点検 DB へ登録先を変更するのみで

対応可能であるとされているが、実際の登録においては作成した登録用データを一部加工する必

要がある。

表 1.1 点検 DBにおける「道路施設の諸元等の基本データ」の登録作業者

道路施設 対象情報 登録作業者

道路橋 道路施設の諸元等の基本データ

（新設または改良、撤去した施設で、現地写真、構造

物一般図等のイメージデータを含む）

道路管理データ更新

登録業務

トンネル 新設・修繕工事における道路施設の諸元データ

等の基本データ

（現地写真、構造一般図等のイメージデータを含む）

附属物 横断歩道橋

門型標識等 定期点検業務

門型標識等

以外の標識、

照明施設等

舗装 修繕位置、修繕した層の情報（材料、 バイン

ダ、厚さ等）、修繕理由等

新設・修繕工事

舗装台帳（位置図、舗装構成図、写真等）

土工 新設・修繕工事における道路施設の諸元データ

等の基本データ

（現地写真、構造一般図等のイメージデータを含む）

道路管理データ更新

登録業務

※但し、令和 6 年 4 月を目指して、新設・補修工事等の受注者が直接点検 DB にデータ登録できる機

能を実装できるよう改良を進めていると記載されている。

本書は、作成した登録用データを点検 DB へ登録する際に必要となるデータの加工方法及び各

種作業手順を整理したものである。
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2. 点検 DB 毎のデータ加工内容

点検 DB へ登録用データを登録する際に必要となるデータ加工内容を点検 DB 毎に整理を行っ

た結果を下表に示す。なお、道路橋については、登録用データをそのまま使用することができる

ため、本書における登録用データの加工は不要である。

表 2.1 点検 DBへデータを登録する際に必要となる登録用データ加工内容

点検 DB 分類 必要となる登録用データ加工内容

トンネル

・データ登録様式

の違い

◇施設 ID 等の付与

点検 DB の登録データから情報を更新する施設の「施設 ID」

を取得・設定

・共通情報の統合

処理への対応

◇77 条調査情報等との整合のための対応

77 条調査情報等との共通項目が変更されないように処理

附属物

・データ登録様式

の違い

◇施設キーの付与

登録用データの最後の列に地建 C～整理番号 1 までを結合

した「施設キー」を付与

◇整理番号、エラーフラグの削除

登録用データにある「整理番号」、「エラーフラグ」が不要と

なるため、当該列を削除

土工

・データ登録様式

の違い

◇緯度経度情報の桁数

小数点以下 8 桁⇒5 桁へ修正

◇「Shisetsu_id」の付与

緯度・経度情報から「Shisetsu_id」を生成して登録用データ

に付与

◇データ項目の並び順を変更

土工 DB 用のデータ登録様式に合わせて、データの並び順

を変更

◇コードデータ等の削除

コードデータ等が格納されているデータ項目（列）を削除

・確定解除申請 ◇運営機関への確定解除申請

登録データの削除・更新する際に当該施設の確定解除を行

うための施設一覧作成

なお、必要となる作業（作業手順やデータ加工）の詳細については、次頁以降に示す通りである。
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3. トンネル DB
3.1. 登録用データの加工内容

3.1.1. データ登録様式の違い

トンネル DB の登録データを修正する際、当該施設を特定する情報としてトンネル DB の施設

ID を付与するよう登録用 CSV ファイルの修正が行われた。

トンネル DB 側の施設 ID は登録用データにないため、事前にトンネル DB で当該施設の「施

設 ID」を確認・取得し、登録用データの「整理番号」を削除して「施設 ID」を付与する必要が

ある。

なお、エラーフラグにも特殊文字「＊」を入力する必要がある。

【トンネル DBのお知らせ】

図 3.1 トンネル DBの登録用 CSV作成における施設 IDの付与
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3.1.2. 共通情報の統合処理への対応

トンネル DB では、77 条調査情報、点検情報、諸元情報の共通項目が統合された（77 条調

査＞点検＞諸元の優先順位で統合）。このため、諸元情報のデータ更新において共通項目（77
条調査情報との共通項目 11 項目、点検情報との共通項目 70 項目）を修正すると 77 条調査情

報や点検情報側の同項目が更新される。

一方、一括登録機能では「77 条調査情報を上書きしない」を選択するスイッチが存在し、これ

を利用することにより、77 条調査情報との共通項目（11 項目）は登録用データの内容に関わら

ず、更新されなくなる。

しかし、点検情報との共通項目（70 項目）は、「上書きしない」を選択できる機能がないため、

登録用データの内容に上書きされる。このため、点検情報の共通項目を登録用データで上書きし

ないよう、データ更新前に共通項目 70 項目を対象にトンネル DB から登録データを取得し、登録

用データに 1 項目ずつ反映（上書き）してからデータ更新を行う。

図 3.2 77条調査情報と

の共通項目（11項目）

図 3.3 点検情報との共通項目（70項目）



別紙１

別紙１－5

3.2. 実施フロー

道路管理 DB にて作成したトンネルの「登録用データ」を点検 DB へ登録する際に用いる一括

登録用データ作成フローを以下に示す。

図 3.4 一括登録用データの作成フロー

3.3. 一括登録用データ作成手順

前項の作成フローにおける一括登録用データ作成手順の詳細を以下に示す。

(1) トンネル DBのデータ抽出

トンネル DBより、更新対象トンネルに関する道路管理データ登録用データを以下の手順に

てダウンロードする。

① 「トンネル」→「一覧検索」をクリックする。

更新用データ

(2)更新用データの加工
①施設IDの付与等

(1)トンネルDBのデータ抽出

(3)77条調査情報との整合のための対応

(4)一括登録用データの作成
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② 「一括ファイルダウンロード」→「Excel（道路管理データ（MICHI）数値文字）」をクリ

ックする。

・必要に応じて、事前に当該建設部、路線、施設名等で、該当施設の絞り込みを実施

③「閉じる」クリックする。
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④ ダウンロードした登録用データファイルを開き、今回更新するトンネルのデータのみを

残し、その他のデータを削除する。

・D040 は、「施設名」等で検索して絞り込みを実施する。D041～D043 は、D040 の「施設

ID」を用いて検索を実施する。

（例）尻苗トンネルの場合

＜シート：D040＞

＜シート：D041＞

＜シート：D042＞

＜シート：D043＞

(2) 登録用データの加工

道路管理 DB登録用データ(EXCEL)を開き、前項(1)の登録用データの様式に以下の加工を実

施する。

・D040～D043：A列に、「整理番号」を消去して、トンネル DBの「施設 ID」を付与

・D040 ：GC列（最後尾列）に、更新職員「MichiDbEntry」を付与

・D041 ：C列にエラーフラグ列「*」を追加挿入

※エラーフラグ列は必ず、「*」（アスタリスク）を設定（D040、D042、D043

も同様）
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【更新データ加工（例）】

◆D040データ

＜加工前＞

＜加工後＞

◆D041データ

＜加工前＞

＜加工後＞
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◆D042データ

＜加工前＞

＜加工後＞

◆D043データ

＜加工前＞

＜加工後＞
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(3) 77 条調査情報との整合のための対応

77 条調査情報、点検情報と道路管理 DB情報との共通項目について、D040、D043を対象に前

項(2)で加工した登録用データに、前項（1）の登録用データの共有項目を反映（上書き）する。

なお、共通項目の反映方法（作業手順）を、以下に示す。

【共通項目の反映手順例】

① 前項(1)及び、前項(2)のデータを上下並びに比較して、共通項目を前項(1)から前項(2)

に反映する。

◆D040データ

〇比較表の構成は以下のとおり。
・1行目：タイトル部

・2行目：(1)トンネル DBダウンロードデータ（前項(1)でダウンロードしたデータ）

・3行目：(2)道路管理 DB登録用データ（前項(2)で加工したデータ）
・4行目：(2)に(1)の共通項目を反映したデータ（トンネル DB一括登録データ）

〇タイトル部の網掛けは、以下のとおり。
・オレンジ色 ：共通項目

・灰色、無色 ：共通項目以外の項目（灰色はトンネル DBからは未出力の項目）

〇トンネル DB一括登録データ（4行目）の網掛けは、下のとおり。
・朱色 ：トンネル DBダウロードデータより反映した共通項目データ

・無色 ：道路管理 DB登録用データ

【注意】

・一般有料区分は「一般（無料）」、トンネル分類は「陸上トンネル掘進工法」

のままとする。

・施設完成年度、施設改修年度、完成年次は、和暦のままとする。
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◆D043データ

【注意】

トンネル DBよりダウロードした登録用データについて、任意のトンネルにおいては共通項

目データが、殆ど、空白又は０（数値項目）の場合あるため、この場合は、発注者に反映の

是非等を確認する。
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(4) 一括登録用データの作成

前項(3)の共通項目を反映したデータをもとに、トンネル DB 一括登録用データ（CSV 形式）

を作成する。併せて、所定フォルダに保存したイメージデータを含めた、圧縮ファイル(zip形

式)を作成する。

① 前項(3)の共通項目を反映した D040、D043データ及び、前項(2)で加工した D041、D042

データを、「CSV UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」形式で保存する。

・EXCEL上で、「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリックして、ファイル形式に「CSV

UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」を選択して「保存」

【CSV形式保存（例）】 ※前項(3)で共通項目を反映したデータ

・同様に、D041～D043データを、「CSV UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」で保存

② 前項①で保存した CSVデータについて、任意のテキスト編集ツール等を使って以下の編

集を行う。

・データの前後に「”」（ダブルコーテーション）を付与する。ただし、以下の項目は除く。

＜「”」付与しない項目＞

百米標自、距離自、百米標至、距離至、初期登録日付、更新日付、経度自、緯度自、

経度至、緯度至

・タイトル行（１行目）は不要なため、削除

【補足】

EXCELの「CSV UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」形式で保存した場合、CSV形式で出力されたデータは、前

後に「“」（ダブルコーテーションが付与されないが、
トンネル DB一括登録用データでは、文字データの前後に「“」を付与する必要があるため、

当作業で保存した CSVデータについて、別途に「“」を付与する。
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【編集後の CSVデータ（例）】

◆ファイル：D040xxx.csv（xxxは任意）

◆ファイル：D041xxx.csv

◆ファイル：D042xxx.csv

◆ファイル：D043xxx.csv

③ 前項②で編集した CSVデータに、所定フォルダに保存したイメージデータを含めて、圧

縮ファイル(zip)を作成する。

【フォルダ、ファイル構成（例）】

◆ファイル名：D040s.zip ◆フォルダ：Images

【注意】

トンネル DB一括登録用データの詳細なファイル仕様（CSV仕様、zip仕様等）については、

トンネル DBの『道路管理データ（MICHI）一括登録編 －操作マニュアル-』を参照する。



別紙１

別紙１－14

(5) その他、留意事項

〇 道路管理 DB登録用データは、管理移管や現旧変更等のキー情報の変更に伴い、同一ト

ンネルに対して D040データを処理区分「D」（削除）「S」（追加）として作成されている場

合がある。この場合、以下のようにデータを編集する。

・処理区分「S」のデータを処理区分「C」変更（施設 IDは既存トンネル DBの施設 IDを

付与）。

・処理区分「D」のデータを削除

〇 道路管理 DB登録用データの D041～D043データは、処理区分「C（修正）」「D（削除）」の

データが、トンネル DB側に登録されていない場合がある。その場合は、トンネル DB一括

登録用データの作成に際して、事前に以下の内容を確認する。

・前項(1)のトンネル DB ダウンロードデータをもとに、トンネル DB 側に登録されている

か確認

・登録されていなかった場合は、処理区分の変更や当該データの削除等を実施
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4. 附属物 DB
4.1. 登録用データの加工内容

登録用データの最後の列に「施設キー」を付与する。なお、「施設キー」は地建 C～整理番号１

までを結合した情報である。

◇施設キー

＝地建 C＋事務所 C＋出張所 C＋路線＋現旧区分 C＋整理番号 1
また、「整理番号」や「エラーフラグ」列を削除する必要がある。

※親／子テーブル、工種により違いあり

図 4.1 附属物 DBにおける登録用データの加工
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4.2. 実施フロー

道路管理 DB にて作成した附属物（横断歩道橋）の「登録用データ」を点検 DB へ登録する際

に用いる一括登録用データ作成フローを以下に示す。

図 4.2 一括登録用データの作成フロー

4.3. 一括登録用データ作成手順

前項の作成フローにおける一括登録用データ作成手順の詳細を以下に示す。

(1) 登録用データの加工

道路管理 DB登録用データ（D030～D033）について、附属物 DB一括登録用データの仕様に合

わせて、データを加工する。

① D030の加工

・施設キーの付与：データの最終列に以下の施設キーデータを付与

・施設キー

＝地建 C＋事務所 C＋出張所 C＋路線＋現旧区分 C＋整理番号 1

・不要列の削除 ：附属物 DBでは取り扱っていない以下の 2項目（列）を削除

・整理番号（A列）

・エラーフラグ（B列）

【D030データ加工（例）】

＜加工前＞

更新用データ

(1)更新用データの加工
①施設キーの付与等

(2)一括登録用データの作成
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＜加工後＞

② D031の加工

・不要列の削除 ：附属物 DBでは取り扱っていない以下の１項目（列）を削除

・整理番号（A列）

【D031データ加工（例）】

＜加工前＞

＜加工後＞

③ D032、D033の加工

・不要列の削除 ：附属物 DBでは取り扱っていない以下の 2項目（列）を削除

・整理番号（A列）

・エラーフラグ（C列）

【D033データ加工（例）】

＜加工前＞

＜加工後＞

以下の列を削除

・整理番号（A列）

・エラーフラグ（C列）

最終列に「施設キー」を付与

以下の列を削除

・整理番号（A列）

以下の列を削除
・整理番号（A列）

・エラーフラグ（C列）
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(2) 一括登録用データの作成

前項(1)で加工した道路管理 DB 登録用データもとに、附属物 DB 一括登録用データ（CSV 形

式）を作成する。併せて、所定フォルダに保存したイメージデータを含めた圧縮ファイル(zip

形式)を作成する。

① 前項(1)で加工した D030～D033データを、「CSV UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」形式で保存する。

・「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリックして、ファイル形式に「CSV UTF-8（ｺ

ﾝﾏ切り）」を選択して「保存」をクリック

【CSV形式保存（例）】

【CSVデータ（例）】

◆ファイル：D030xxx.csv（xxxは任意）

◆ファイル：D031xxx.csv
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◆ファイル：D032xxx.csv

◆ファイル：D033xxx.csv

② 前項①の CSVデータ（D030～D033）に、所定フォルダに保存したイメージデータを含め

て、圧縮ファイル(zip)を作成する。

【フォルダ、ファイル構成（例）】

◆ファイル名：D030s.zip（任意） ◆フォルダ名：Image（固定）

【補足】

附属物 DB一括登録用データの詳細なファイル仕様（CSV仕様、zip仕様等）については、附

属物 DBの『全国道路施設点検データベース 操作マニュアル』（第 2.4節）を参照

【注意】

イメージデータの格納フォルダ名は、必ず

「Image」（先頭は大文字の「I」）とする。
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(3) その他、留意事項

〇 附属物 DB一括登録用データの作成に際しては、以下の点に注意する。

・「路線」「整理番号１」「整理番号２」「整理番号３」「市区町村自 C」「市区町村至Ｃ」等、

先頭に「０」が付く文字項目は、CSV形式出力時に「0」が省力される場合があり、この

場合、附属物 DBへ登録する際にエラーとなる。

→ これらの項目については、登録用データ加工時に必ず、文字列形式に書式を変更す

る。

・「百米標自」「百米標至」は、必ず、小数点以下第一位まで必要である。しかし、道路管

理 DB登録用データでは、小数点以下第一位が「0」の場合に「0」が省略されている場合

があり、この場合、附属物 DBへ登録する際にエラーとなる。

→ 登録用データ加工時、「百米標自」「百米標至」の小数点以下第一位の「0」が省略さ

れている場合は、必ず「0」を付与する。

・全てに項目について、必ず、任意の値の入力が必要（D041 の項目「イメージ」を除く）

であり、未入力（空白）の項目がある場合、附属物 DBへ登録する際にエラーとなる。

→ 登録用データ加工時、未入力（空白）の項目があった場合は、必ず、任意の値を入

力する。

〇 1 つの CSV ファイル内で、地建～整理番号３のキー項目が重複する 2 レコード以上（処理

区分「D」「S」等）のデータがある場合、附属物 DB登録時にエラーとなる。

→ このようなデータがある場合は、一括登録用データ（zip）を作成する際、処理区分「D」

のデータと「S」「C」のデータをファイル分割して作成する。

〇 附属物 DB登録の際は、D030、D031データ(CSV)は必須である。

→ D030、D031の道路管理 DB登録用データが無い場合は、ダミーデータを作成する。なお、

DO31のダミーデータを作成する場合は、タイトル行のみのデータを作成する（2行目以降は

不要）。

〇 D031データにおいて、処理区分「D」と「S」（又は「C」）が混在していると、附属物 DB

の「更新」処理時に以下のエラーが表示される場合がある。

→ この場合は、処理区分「D」と、「S」「C」のデータを、別々に圧縮ファイル（zip）に分

割する。例えば、親データが「C」、図面類データ「D」「S」の場合、zipファイルは

①：親「C」、図面類「D」、②：親「C」図面類「S」の 2つ作成する。

＜エラー画面例＞
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〇 更新件数が多い場合、以下のエラーが表示されることがある。この場合は、ファイルを複

数に分割する。

＜エラー画面例＞

〇 稀に、圧縮ファイル（ZIP）作成時に、ファイル内に DB ファイル（Tbumbsdb）が作られる

場合があるが、その際は、改めて別フォルダで作り直す必要がある。
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5. 土工 DB
5.1. 登録用データの加工内容

5.1.1. データ登録様式の違い

(1) 緯度、経度情報の桁数

道路管理 DB に登録する緯度経度は「道路管理データベース データ作成マニュアル（案）」

において小数点以下 8 桁と定められているが、土工 DB では小数点以下 5 桁と定められてい

るため、土工 DB に登録する際に緯度経度情報を小数点以下 5 桁で切り捨てする必要がある。

表 5.1 道路施設に応じた緯度経度のデータ加工件数

道路施設 起点 終点 件数（列数）

D050 洞門 ○ ○ 4

D060 スノーシェッド ○ ○ 4

D070 地下横断歩道 ○ ○ 4

D080 道路 BOX ○ ○ 4

D090 横断 BOX ○ － 2

D100 パイプカルバート ○ ○ 4

D110 のり面 － － 0

D120 擁壁 ○ ○ 4

E150 雪崩防止施設 ○ ○ 4

E160 落石防止装置 ○ ○ 4

E270 流雪溝 ○ ○ 4

図 5.1 道路管理 DBにおける緯度、経度の小数点以下の桁数

図 5.2 土工 DBにおける緯度、経度の小数点以下の桁数
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(2) 「Shisetsu_id」の付与

登録用データから土工 DB 一括登録用テンプレートを作成するためには、「Shisetsu_id」を追

加する必要がある。「Shisetsu_id」は下図の通り、起点における緯度、経度情報を結合して作成

するが、「のり面」に関しては、緯度・経度情報が存在しないため、距離標（距離）の起点／

終点の値を用いて作成する。

図 5.3 「Shisetsu_id」の作成方法

(3) データ項目の並び順を変更

登録用データから土工 DB 一括登録用テンプレートを作成する際にデータ項目の順番が異

なるため、一括登録用テンプレートに合わせて並び順を変更する。

図 5.4 点検 DB一括登録テンプレートと登録用データの比較結果

(4) コードデータ等の削除

点検 DB 一括登録テンプレートにおいては、コードデータ項目が不要であるため、これらの

コードデータ項目列の削除を行う。また、「整理番号」、「処理区分」、「エラーフラグ」の列を

削除する。

No. 点検DB一括登録テンプレート
（ﾀｲﾄﾙ行あり） No. 道路管理DB更新用データ（ﾀｲﾄﾙ行なし）

ﾃﾞｺｰﾄﾞ
No.

1 整理番号
2 処理区分
3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ

1 chiken 4 地建Ｃ 12
2 jimusho 5 事務所Ｃ 13
3 shutchojo 6 出張所Ｃ 14
4 rosen 7 路線
5 genkyukubun 8 現旧区分Ｃ 16
6 seiribango1 9 整理番号１
7 seiribango2 10 整理番号２
8 seiribango3 11 整理番号３

12 地建
13 事務所
14 出張所

9 hojobango 15 補助番号
16 現旧区分

10 shisetsu_id
11 meisho 17 名称
12 hyakumetoruhyo 18 百米標
13 kyori 19 距離
14 choseinengappi 20 調製年月日
15 kaiteinengappi 21 改訂年月日
16 shisetsukanseinendo 22 施設完成年度
17 shisetsukaishunendo 23 施設改修年度
18 kanseinengetsu 24 完成年月

横断BOXの諸元情報

デコード（コード→文字変換）
してからデータをコピー

そのままデータをコピー

◇Shisetsu_id
＝緯度（度単位）＋ 「,」（カンマ）＋経度（度単位）

＝48.18167,141.32556
※のり面の場合

＝距離（起点）＋ 「,」（カンマ）＋距離（終点）

＝48,41
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5.1.2. 確定解除処理

土工 DB のお知らせの通り、土工 DB では「確定済」の施設データを更新・削除する場合は、

道路管理者（若しくは受注者）から土木研究センターへ当該施設の確定解除手続きを行った上で、

データ更新を行う必要がある。

このため、土木研究センターには当該施設を以下に示す所定の様式（一覧）で整理してメール

にて解除依頼を行う必要がある。

図 5.5 土工ＤＢにおける登録データ修正時の確定解除に関するお知らせ

【土研センターへ登録データの確定解除を依頼する際の書式】

表 5.2 確定解除施設一覧

【送付先】

earthwork_db_desk@pwrc.or.jp

施設ID 施設名 事務所 整理番号
D050 洞門 34.99999991,132.99999991 ○○洞門１ ○○事務所 IT080010
D050 洞門 34.99999992,132.99999992 ○○洞門２ ○○事務所 IT080020
D050 洞門 34.99999993,132.99999993 ○○洞門３ ○○事務所 IT080030
D050 洞門 34.99999994,132.99999994 ○○洞門４ ○○事務所 IT080040
D050 洞門 34.99999995,132.99999995 ○○洞門５ ○○事務所 IT080050

工種
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5.2. 実施フロー

道路管理 DB 登録用データを点検 DB へ登録する際には、既存登録データの確定解除が必要で

あるため、データ登録後の「確定」措置を行うまでの全体フローを以下に示す。なお、施設デー

タの削除及び「確定」措置は、道路管理者へ依頼する必要がある。

図 5.6 土工 DBにおけるデータ登録・更新の全体フロー

表 5.3 全国道路施設点検データベース（土工 DB）のデータ更新手順と役割分担

No. 実施内容
土研

ｾﾝﾀｰ

道路

管理者

委託

業者

① 該当施設の確定解除手続きを土研センター問合せ窓口に

メールを行う

※メールには以下を記載願います

該当工種等、施設名、施設ＩＤ、点検年度

○ ○

② 確定解除の措置が出来次第に依頼者へメールを行う ○

③ 当該施設のデータ修正を行う ○ ○

③’ 当該データの削除を行う ○ ※

④ 修正を行った施設データの確認を行い「確定」措置を行う ○

※データ削除は委託業者でも実施可能

＜対象施設＞

・D050 洞門 ・D060 スノーシェッド ・D070 地下横断歩道

・D080 道路ＢＯＸ ・D090 横断ＢＯＸ ・D100 パイプカルバート

・D110 のり面 ・D120 擁壁 ・E150 雪崩防止施設

・E160 落石防止施設 ・E270 流雪溝

更新用データ

(3)一括登録用データの作成 （7）削除データの整理
（処理区分D）図面類

（7）削除データの整理
（処理区分D）施設単位

新規・修正データ（処理区分S・C）

(2)更新用データの加工
①緯度、経度情報の桁数
②「Shisetsu_id」の付与
③コードデータ等の削除
④データ項目の並び順の変更

削除データ（処理区分D）

(5)確定解除施設一覧作成

(6)確定解除申請

「確定」措置（道路管理者）

（9）WEB画面での
施設削除（道路管理者）

（8）WEB画面での
図面類データ削除(4)一括登録用データによる登録・修正

修正データ
（処理区分C）

(1)処理区分による分割
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5.3. 土工 DBにおけるデータ登録・更新手順

前項の作成フローにおける土工 DB におけるデータ登録・更新手順の詳細を以下に示す。

(1) 処理区分による分割

土工 DB への道路管理 DB 登録用データの更新に際して、追加・修正データと削除データと

は更新方法が異なる。

このため、初めに、道路管理 DB 登録用データについて、項目「処理区分」をもとに、「S」
（追加）「C」（修正）データと「D」（削除）データで、ファイルを分割する。

【ファイル分割（例）】

◆D100 パイプカルバート基本

＜分割前＞

＜分割後＞

・分割ファイル(1)（処理区分：「S」（追加）又は「C」（修正））

・分割ファイル(2)（処理区分：「D」（削除）のみ）
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◆D101パイプカルバート図面類

＜分割前＞

・D101.xls

＜分割後＞

・D101_S.xls（処理区分：「S」（追加）又は「C」（修正））

・D101_D.xls（処理区分：「D」（削除）のみ）
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(2) 登録用データの加工

前項(1)で分割した道路管理 DB登録用データのうち、処理区分「S」「C」の登録用データを

用いて以下の加工を行う。

・緯度、経度情報の桁数の変更

・「Shisetsu_id」の付与

・データ項目の並び順の変更

・コードデータ等の削除

① 緯度、経度項目について、小数点以下の桁数を 8 桁→5 桁に変更する。

【緯度、経度情報の桁数変更（例）】

◆D100 パイプカルバート基本

＜変更前＞

＜変更後＞
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② コードデータ等、土工 DB への一括登録に不要な項目の列を削除する。

・削除する項目は工種毎に異なるため、工種毎の削除項目は、巻末資料を参照

【コードデータ等の削除（例）】

◆D100 パイプカルバート基本

＜変更前＞

※タイトル部に、黄色の網掛けがある項目が削除する項目
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＜変更後＞

③ データ項目の並び順について、項目「地建」「事務所」「出張所」「現旧区分」の並び順を

変更する。

【データ項目の並び順変更（例）】

◆D100 パイプカルバート基本

＜変更前＞
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＜変更後＞

④ 各工種の基本データ（緯度経度情報のあるデータ）に対して、J 列目に新規項目として

「Shisetsu_id」を付与する。

◆Shisetsu_id ＝「緯度自」+「,」（カンマ）＋「経度自」

※のり面の場合、

＝「距離自」＋「,」（カンマ）＋「距離至」

【Shisetsu_id の付与（例）】

◆D100 パイプカルバート基本

＜変更前＞

＜変更後＞

項目「経度自」「緯度自」をもとに

「shisetsu_id」を作成
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(3) 一括登録用データの作成

前項(2)で加工した道路管理 DB登録用データをもとに、土工 DBへの一括登録用データを作

成する。

① 土工 DBより、以下の手順で一括登録用テンプレートをダウンロードする。

【一括登録用テンプレート ダウンロード（例）】

・レイヤ選択ウィンドウから当該工種（パイプカルバート等）「 」をクリック

・「一括登録」をクリック

・該当データ（D100等）の「既存点検ダウンロード」をクリック
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【一括登録用テンプレート（例）】

◆D100データ（CSV）

② 前項①でダウンロードしたファイル（CSV）を EXCEL で開き、タイトル行（1行目）のみ

を残し、データ行（2行目以降）を削除する。続けて、2行目以降に前項(2)で加工した

道路管理 DB登録用データを貼付する。

【D100 パイプカルバート貼付（例）】

③ 前項②の貼付データに対して、以下の編集を行う。

・項目「rosen」（路線）、「seiribango1」（整理番号１）、「seiribango2」（整理番号２）、

「seiribango3」（整理番号３）の先頭に「’」（シングルコーテーション）を付与

・項目「shikuchoson_from」（市区町村自）、「shikuchoson_to」（市区町村至）が「＃」の

場合は、空白（未入力）に変更

・E150の以下の項目については、必要に応じて変更

項目「bosetsutaisakukubun」（防雪対策区分）、「shisetsushubetsu」（施設種別）

：「（」「）」（カッコ）は半角にし、「・」は「、」にする。

例）「bosetsutaisakukubun」＝ふぶき、吹きだまり対策施設(防雪柵等)

例）「shisetsushubetsu」 ＝ふぶき、吹きだまり施設吹きだめ柵(防雪柵)

項目「koteishikikadoshikibetsu」（固定式可動式別）

：「（」「）」（カッコ）は半角にします。

例）「koteishikikadoshikibetsu」＝可動(移動)式
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④ 前項③で加工した一括登録用データを、「CSV UTF-8（ｺﾝﾏ切り）」形式で保存する。

・「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリックして、ファイル形式に「CSV UTF-8（ｺ

ﾝﾏ切り）」を選択して「保存」をクリック

【CSV保存（例）】

【CSVデータ（例）】

※shisetsu_id について、前後に「”」（ダブルコーテーション）が付いていることを確認
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⑤ 所定フォルダに保存したイメージデータについて、以下のフォルダ構成で圧縮ファイル

(zip)を作成する。

【イメージデータ圧縮ファイル（例）】

◆D101s.zip（第 1階フォルダ名と同じ） ◆第 1階フォルダ「D101s」

・第 2 階フォルダ「new」（固定）

・zip ファイル名は、第 1 階フォルダ名と同じにする。第 2 階フォルダ名は「new」（小文

字）とする。

・イメージデータのファイル名（拡張子含む）は、必ず、タイトルデータのファイル名と

同じにする。拡張子が大文字の場合は大文字で、小文字の場合は小文字とする。

※大文字・小文字が違うと、イメージが未登録となります（タイトルのみ登録）。
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(4) 一括登録用データによる登録・修正

土工 DBを起動して、一括登録用データによる更新手順を示す。

① 「シェッド（土工）」等をクリックして、土工 DBを開く

② レイヤ選択ウィンドウから、当該工種（ここでは「道路ＢＯＸ」）の「 」をクリック

する

③ ｢一括登録」をクリックする。
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④ 追加・修正する親データ（ここでは「D080」データ）の「ファイル選択」をクリックす

る。

⑤ 追加・修正するファイルを指定して、「開く」をクリックする。

⑥ 続けて、追加・修正する子データ（D081～D083）の「ファイル選択」をクリックして、

追加・修正するファイルを指定する。
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⑦ 「画像選択」をクリックする。

⑧ 登録するイメージデータ群の圧縮ファイル（zip）を指定して、「開く」をクリックする。

⑨ 「登録」をクリックする。
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⑩ エラーが無いか確認して、「登録」をクリックする。

・既存データの更新（黄色ハッチング）がある場合は、「未確定の登録済みデータの更新

を許可する」にチェックを付与

・エラー（薄紅色ハッチング）が 1件でもあった場合は、「キャンセル」をクリックして、

エラー内容に応じてデータを修正

【既存データの更新（黄色ハッチング）がある場合】

【エラー（薄紅色ハッチング）がある場合】

ここに「✓」(チェック)を付与します
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⑪ 「ＯＫ」をクリックする。

⑫ 「ＯＫ」をクリックする。

⑬ 引き続き、他の工種についても、同様に②～⑫の操作を行い、データを更新する。
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(5) 確定解除施設一覧作成

確定解除する必要が施設について、道路管理 DB登録用データから対象施設を抽出して、確

定解除施設一覧を作成する。

① 前項(1)の処理区分による分割した道路管理DB登録用データの基本データ（D090、D100、

E150等）をもとに、処理区分「C」（修正）、「D」（削除）の施設を抽出する。

・該当施設について、確定解除申請に必要な以下の項目を抽出

→「整理番号１」「事務所名」「名称」「緯度自」「経度自」（施設 ID相当）

・のり面については、道路管理 DBでは緯度、経度情報を取り扱っていないため、「施設

ID」には距離標の「距離自」「距離至」を代用されているため、のり面の場合は「緯

度自」「経度自」の替りに「距離自」「距離至」を抽出

【確定解除施設一覧作成（例）】

◆D100パイプカルバート基本

・処理区分による分割の「D」ファイル

・処理区分による分割の「S」「C」ファイル

※処理区分「C」データのみを抽出。

◆D110のり面基

【注意】

のり面の場合は、施設 IDに「距離自」「距離至」を
抽出
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② 前項①で抽出した該当施設データをもとに、確定解除施設一覧（確定解除申請様式）を

作成する。

・「施設 ID」には、「緯度自,緯度自」（小数点以下第 5位まで）を入力

③ 同様に、他の工種についても、①～③の作業にて確定解除施設一覧を取りまとめる

(6) 確定解除申請

前項(5)で整理した確定解除施設一覧について、確定解除申請の様式を作成して、土研セン

ターへ登録データの確定解除を依頼する。

【確定解除申請様式（例）】
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(7) 削除データの整理

道路管理 DB登録用データの「削除」データについては、以下の 2ケースがある。

・施設単位の削除 ：施設の撤去等により、任意施設に係る全てデータ（基本、図面類、

補修歴等）を一括削除

・図面類のみの削除 ：施設の補修等により、図面類データのみを削除（古い図面の差替等）

① 施設単位の削除データについては、前項（1）の処理区分により分割した道路管理 DB登

録用データの以下のデータとなる。

・基本データ（D090、D100、E150、等）の処理区分「D」（削除）の施設

【施設単位の削除データ（例）】

◆処理区分による分割「D」ファイル（D100パイプカルバート基本）

② 図面類のみの削除データについては、前項（1）の処理区分により分割した道路管理 DB

登録用データの以下のデータとなる。

・基本データ（D090、D100、E150等）の処理区分「C」（修正）の施設、かつ、

・図面類データ（D091、D101、E151等）の処理区分「D」（削除）がある施設

【図面のみの削除データ（例）】

◆処理区分による分割「S」「C」ファイル（D100パイプカルバート基本）

◆処理区分による分割「D」ファイル（D101パイプカルバート図面類）
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③ 前項①、②により、削除データについて整理する。

【削除データ取りまとめ（例）】
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(8) WEB 画面上での図面類データの削除

土工 DBを起動して、図面類データを削除する手順を示す。

① 「シェッド（土工）」等をクリックして、土工 DBを開く。

② レイヤ選択ウィンドウから、当該工種（ここでは「雪崩防止施設」の「 」をクリック

する。

③ 検索条件を指定して、「検索実行」をクリックする。
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④ 図面類を削除する施設の「表示」をクリックする。

⑤ 施設の該当施設（名称、整理番号１等）か確認して、「点検更新／削除」をクリックする。

⑥ 該当施設（整理番号１、路線、距離標等）か確認して、タブ「E151」（図面類データ）を

クリックする。
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⑦ 「図面タブ名」を選択して、「図面種別」が削除する図面類と合っているか確認する。ま

た、必要に応じて「登録画像確認」をクリックして、削除する図面類に誤りがないか確認

する。

⑧ 削除する図面類か確認し、「閉じる」をクリック

⑨ 画面左上の「ページ削除」をクリックする。

（注）画面右下の「削除」、画面中央の「削除」とは違うので要注意！！

（画面右下の「削除」は、E150、E152も含めて削除されます）

図面タブ名

図面種別

【注意】

この「削除」ではないため、クリッ
クしない

ここの「ページ削除」をク

リック
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⑩ 「ＯＫ」をクリックする。

⑪ 「ＯＫ」をクリックする。

⑫ 同じ施設内で、他に削除する図面類が有る場合は、同様に、⑦～⑪の操作を繰り返えす。

（注）図面タブ名は、任意の図面類を削除する番号が繰り上がります。例えば、「E151(1)」

の図面類を削除すると、元の「E151(2)」の図面類は「E151(1)」となる。

⑬ 図面類の削除が完了したら、画面右下に「保存」をクリックする。

（注）「保存」を行わないで終了すると、図面類は削除されないため、注意する。
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⑭ 「ＯＫ」をクリックする。

⑮ 他の削除する施設について、同様に、③～⑭の操作を実施する。
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(9) WEB 画面上での施設削除（道路管理者）

土工 DB を起動して、施設の削除手順を示す。

① 「シェッド（土工）」等をクリックして、「土工 DB」を開く。

② レイヤ選択ウィンドウから、当該工種（ここでは「横断ＢＯＸ」）の「 」をクリックす

る。

③ 検索条件を指定して、「検索実行」をクリックする。

④ 削除する施設の「表示」をクリックする。（このとき、検索件数を確認しておく）
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⑤ 該当施設（名称、整理番号１等）か確認して、「点検更新／削除」をクリックする。

⑥ 該当施設（整理番号１、路線、距離標等）か確認する。
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⑦ 該当施設であることを確認後、画面右下の「削除」をクリックする。

⑧ 「ＯＫ」をクリックする。

⑨ 「ＯＫ」をクリックする。
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⑩ 一覧表から、正しく削除されたか確認する（件数も④と時から 1 件減っているか確認）。

⑪ 他の削除する施設について、同様に、③～⑩の操作を実施する。
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【巻末】土工 DB コードデータ等、列削除項目（１）
項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象

1 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇
2 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇
3 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 3 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇
4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 地建Ｃ 〇
5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇
6 出張所Ｃ 〇 路線 出張所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 6 出張所Ｃ 〇 路線 出張所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇
7 路線 現旧区分Ｃ 〇 路線 路線 7 路線 現旧区分Ｃ 〇 路線 路線
8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 現旧区分Ｃ 〇 現旧区分Ｃ 〇 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 現旧区分Ｃ 〇 現旧区分Ｃ 〇
9 整理番号１ 整理番号２ 整理番号１ 整理番号１ 9 整理番号１ 整理番号２ 整理番号１ 整理番号１
10 整理番号２ 整理番号３ 整理番号２ 整理番号２ 10 整理番号２ 整理番号３ 整理番号２ 整理番号２
11 整理番号３ 地建 整理番号３ 整理番号３ 11 整理番号３ 地建 整理番号３ 整理番号３
12 地建 事務所 地建 地建 12 地建 事務所 地建 地建
13 事務所 出張所 事務所 事務所 13 事務所 出張所 事務所 事務所
14 出張所 補助番号 出張所 出張所 14 出張所 補助番号 出張所 出張所
15 補助番号 施設名称 補助番号 補助番号 15 補助番号 施設名称 補助番号 補助番号
16 現旧区分 現旧区分 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分 現旧区分 現旧区分
17 名称 図面種別Ｃ 〇 補修年月 占用物件種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇 補修年月 占用物件種別Ｃ 〇
18 百米標自 図面種別 補修内容Ｃ 〇 占用物件種別 18 百米標自 図面種別 補修内容Ｃ 〇 占用物件種別
19 距離自 表示出力順 補修内容 寸法 19 距離自 表示出力順 補修内容 寸法
20 百米標至 図面名称 備考 管理者名 20 百米標至 図面名称 備考 管理者名
21 距離至 作成年月 初期登録日付 〇 初期登録日付 〇 21 距離至 作成年月 初期登録日付 〇 初期登録日付 〇
22 調製年月日 図面サイズ 修正日付 〇 修正日付 〇 22 調製年月日 図面サイズ 修正日付 〇 修正日付 〇
23 改訂年月日 イメージ エラー有無フラグ 〇 エラー有無フラグ 〇 23 改訂年月日 イメージ エラー有無フラグ 〇 エラー有無フラグ 〇
24 施設完成年度 ファイル名 予備１ 予備１ 24 施設完成年度 ファイル名 予備１ 予備１
25 施設改修年度 図面媒体名称 予備２ 予備２ 25 施設改修年度 図面媒体名称 予備２ 予備２
26 上り下り区分Ｃ 〇 初期登録日付 〇 予備３ 予備３ 26 上り下り区分Ｃ 〇 初期登録日付 〇 予備３ 予備３
27 上り下り区分 修正日付 〇 予備４ 予備４ 27 上り下り区分 修正日付 〇 予備４ 予備４
28 所在地自 エラ 有無フラグ 〇 予備５ 予備５ 28 所在地自 エラ 有無フラグ 〇 予備５ 予備５
29 所在地至 29 所在地至
30 構造形式区分Ｃ 〇 30 構造形式区分Ｃ 〇
31 構造形式区分 31 構造形式区分
32 使用材料Ｃ 〇 32 使用材料Ｃ 〇
33 使用材料 33 使用材料
34 雪荷重Ｃ 〇 34 雪荷重Ｃ 〇
35 雪荷重 35 雪荷重
36 落石荷重Ｃ 〇 36 落石荷重Ｃ 〇
37 落石荷重 37 落石荷重
38 土砂荷重Ｃ 〇 38 土砂荷重Ｃ 〇
39 土砂荷重 39 土砂荷重
40 その他荷重Ｃ 〇 40 その他荷重Ｃ 〇
41 その他荷重 41 その他荷重
42 完成年月 42 完成年月
43 延長 43 延長
44 建築限界高 44 建築限界高
45 有効高 45 有効高
46 山側躯体形式Ｃ 〇 46 山側躯体形式Ｃ 〇
47 山側躯体形式 47 山側躯体形式
48 山側基礎形式Ｃ 〇 48 山側基礎形式Ｃ 〇
49 山側基礎形式 49 山側基礎形式
50 谷側躯体形式Ｃ 〇 50 谷側躯体形式Ｃ 〇
51 谷側躯体形式 51 谷側躯体形式
52 谷側基礎形式Ｃ 〇 52 谷側基礎形式Ｃ 〇
53 谷側基礎形式 53 谷側基礎形式
54 谷側材料形式Ｃ 〇 54 谷側材料形式Ｃ 〇
55 谷側材料形式 55 谷側材料形式
56 屋根材料Ｃ 〇 56 屋根材料Ｃ 〇
57 屋根材料 57 屋根材料
58 屋根形状Ｃ 〇 58 屋根形状Ｃ 〇
59 屋根形状 59 屋根形状
60 屋根勾配 60 屋根勾配
61 緩衝材種類Ｃ 〇 61 緩衝材種類Ｃ 〇
62 緩衝材種類 62 緩衝材種類
63 緩衝材厚さ 63 緩衝材厚さ
64 緩衝材面積 64 緩衝材面積
65 塗装面積 65 塗装面積
66 道路幅 66 道路幅
67 車道幅 67 車道幅
68 歩道幅 68 歩道幅
69 左側歩道幅 69 左側歩道幅
70 左側路肩幅 70 左側路肩幅
71 左側車道幅 71 左側車道幅
72 左側車線数 72 左側車線数
73 中央帯 73 中央帯
74 中央分離帯 74 中央分離帯
75 右側車線数 75 右側車線数
76 右側車道幅 76 右側車道幅
77 右側路肩幅 77 右側路肩幅
78 右側歩道幅 78 右側歩道幅
79 縦断勾配符号Ｃ 〇 79 縦断勾配符号Ｃ 〇
80 縦断勾配符号 80 縦断勾配符号
81 縦断勾配 81 縦断勾配
82 直線区間長 82 直線区間長
83 曲線区間長 83 曲線区間長
84 始点側クロソイド 84 始点側クロソイド
85 曲線半径 85 曲線半径
86 終点側クロソイド 86 終点側クロソイド
87 舗装種別Ｃ 〇 87 舗装種別Ｃ 〇
88 舗装種別 88 舗装種別
89 舗装厚さ 89 舗装厚さ
90 舗装面積 90 舗装面積
91 照明有無Ｃ 〇 91 照明有無Ｃ 〇
92 照明有無 92 照明有無
93 照明種別Ｃ 〇 93 照明種別Ｃ 〇
94 照明種別 94 照明種別
95 照明灯数 95 照明灯数
96 ロードヒート有無Ｃ 〇 96 ロードヒート有無Ｃ 〇
97 ロードヒート有無 97 ロードヒート有無
98 ロ ドヒ ト種類 98 ロ ドヒ ト種類
99 ロードヒート延長 99 ロードヒート延長
100 ロードヒート面積 100 ロードヒート面積
101 スノ シェッド併用Ｃ 〇 101 洞門併用Ｃ 〇
102 スノ シェッド併用 102 洞門併用
103 備考１ 103 備考１
104 備考２ 104 備考２
105 市区町村自Ｃ 〇 105 市区町村自Ｃ 〇
106 市区町村自 106 市区町村自
107 市区町村至Ｃ 〇 107 市区町村至Ｃ 〇
108 市区町村至 108 市区町村至
109 初期登録日付 〇 109 初期登録日付 〇
110 修正日付 〇 110 修正日付 〇
111 エラー有無フラグ 〇 111 エラー有無フラグ 〇
112 予備１ 112 予備１
113 予備２ 113 予備２
114 予備３ 114 予備３
115 予備４ 115 予備４
116 予備５ 116 予備５
117 経度自 117 経度自
118 緯度自 118 緯度自
119 経度至 119 経度至
120 緯度至 120 緯度至
121 経緯度取得方法Ｃ 〇 121 経緯度取得方法Ｃ 〇
122 経緯度取得方法 122 経緯度取得方法
123 角度 123 角度

34 10 11 11 34 10 11 11

NO
D060 D061 D062 D063D053D051 D052D050

NO
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【巻末】土工 DB コードデータ等、列削除項目（２）
項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象

1 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇 整理番号 〇
2 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇 処理区分 〇
3 ｴﾗ ﾌﾗｸ゙ 〇 地建Ｃ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸ゙ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 3 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸﾞ 〇 ｴﾗ ﾌﾗｸ゙ 〇
4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 地建Ｃ 〇 地建Ｃ 〇
5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇
6 出張所Ｃ 〇 路線 出張所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 6 出張所Ｃ 〇 路線 出張所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇
7 路線 現旧区分Ｃ 〇 路線 路線 7 路線 現旧区分Ｃ 〇 路線 路線
8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 現旧区分Ｃ 〇 現旧区分Ｃ 〇 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 現旧区分Ｃ 〇 現旧区分Ｃ 〇
9 整理番号１ 整理番号２ 整理番号１ 整理番号１ 9 整理番号１ 整理番号２ 整理番号１ 整理番号１
10 整理番号２ 整理番号３ 整理番号２ 整理番号２ 10 整理番号２ 整理番号３ 整理番号２ 整理番号２
11 整理番号３ 地建 整理番号３ 整理番号３ 11 整理番号３ 地建 整理番号３ 整理番号３
12 地建 事務所 地建 地建 12 地建 事務所 地建 地建
13 事務所 出張所 事務所 事務所 13 事務所 出張所 事務所 事務所
14 出張所 補助番号 出張所 出張所 14 出張所 補助番号 出張所 出張所
15 補助番号 施設名称 補助番号 補助番号 15 補助番号 施設名称 補助番号 補助番号
16 現旧区分 現旧区分 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分 現旧区分 現旧区分
17 名称 図面種別Ｃ 〇 補修年月 占用物件種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇 補修年月 占用物件種別Ｃ 〇
18 百米標自 図面種別 補修内容Ｃ 〇 占用物件種別 18 百米標自 図面種別 補修内容Ｃ 〇 占用物件種別
19 距離自 表示出力順 補修内容 寸法 19 距離自 表示出力順 補修内容 寸法
20 百米標至 図面名称 備考 管理者名 20 百米標至 図面名称 備考 管理者名
21 距離至 作成年月 初期登録日付 〇 初期登録日付 〇 21 距離至 作成年月 初期登録日付 〇 初期登録日付 〇
22 調製年月日 図面サイズ 修正日付 〇 修正日付 〇 22 調製年月日 図面サイズ 修正日付 〇 修正日付 〇
23 改訂年月日 イメージ エラー有無フラグ 〇 エラー有無フラグ 〇 23 改訂年月日 イメージ エラー有無フラグ 〇 エラー有無フラグ 〇
24 施設完成年度 ファイル名 予備１ 予備１ 24 施設完成年度 ファイル名 予備１ 予備１
25 施設改修年度 図面媒体名称 予備２ 予備２ 25 施設改修年度 図面媒体名称 予備２ 予備２
26 上り下り区分Ｃ 〇 初期登録日付 〇 予備３ 予備３ 26 完成年月 初期登録日付 〇 予備３ 予備３
27 上り下り区分 修正日付 〇 予備４ 予備４ 27 上り下り区分Ｃ 〇 修正日付 〇 予備４ 予備４
28 所在地 エラー有無フラグ 〇 予備５ 予備５ 28 上り下り区分 エラー有無フラグ 〇 予備５ 予備５
29 地下歩道種別Ｃ 〇 29 所在地自
30 地下歩道種別 30 所在地至
31 工場製品場所打別Ｃ 〇 31 構造形式種別Ｃ 〇
32 工場製品場所打別 32 構造形式種別
33 昇降形式Ｃ 〇 33 工場製品場所打別Ｃ 〇
34 昇降形式 34 工場製品場所打別
35 設置状況ａＣ 〇 35 延長
36 設置状況ａ 36 道路部
37 設置状況ｂＣ 〇 37 内空車道幅
38 設置状況ｂ 38 内空歩道等幅
39 設置状況ｃＣ 〇 39 左側歩道幅
40 設置状況ｃ 40 左側路肩幅
41 設置状況ｄＣ 〇 41 左側車道幅
42 設置状況ｄ 42 左側車線数
43 設置状況ｅＣ 〇 43 中央帯
44 設置状況ｅ 44 中央分離帯
45 完成年次 45 右側車線数
46 建設方式Ｃ 〇 46 右側車道幅
47 建設方式 47 右側路肩幅
48 延長 48 右側歩道幅
49 内空幅 49 中央高
50 内空高 50 建築限界高
51 最大 被り 51 有効高
52 最小土被り 52 最大土被り
53 斜角 53 最小土被り
54 基礎種類Ｃ 〇 54 基礎種類Ｃ 〇
55 基礎種類 55 基礎種類
56 基礎本数 56 基礎本数
57 舗装種別Ｃ 〇 57 基礎杭径
58 舗装種別 58 換気種別Ｃ 〇
59 舗装厚 59 換気種別
60 舗装面積 60 換気方式Ｃ 〇
61 内壁種類Ｃ 〇 61 換気方式
62 内壁種類 62 換気台数
63 換気種別Ｃ 〇 63 排水種別Ｃ 〇
64 換気種別 64 排水種別
65 換気方式Ｃ 〇 65 排水ポンプ台数
66 換気方式 66 排水電源Ｃ 〇
67 換気台数 67 排水電源
68 排水方式Ｃ 〇 68 排水ピット大きさ
69 排水方式 69 排水施設管理者
70 排水ポンプ台数 70 通学路指定有無Ｃ 〇
71 排水電源Ｃ 〇 71 通学路指定有無
72 排水電源 72 通学路指定年月日
73 排水ピット大きさ 73 管理協定有無Ｃ 〇
74 排水管理者名 74 管理協定有無
75 手すりＣ 〇 75 協定年月日
76 手すり 76 協定先名
77 すべり止めＣ 〇 77 現況Ｃ 〇
78 すべり止め 78 現況
79 身障者用施設Ｃ 〇 79 通行制限内容
80 身障者用施設 80 縦断勾配符号Ｃ 〇
81 防犯施設Ｃ 〇 81 縦断勾配符号
82 防犯施設 82 縦断勾配
83 その他安全施設Ｃ 〇 83 直線区間長
84 その他安全施設 84 曲線区間長
85 エスカレータ有無Ｃ 〇 85 始点側クロソイド
86 エスカレータ有無 86 曲線半径
87 エスカレータ基数 87 終点側クロソイド
88 エスカレ タ占用別Ｃ 〇 88 舗装種別Ｃ 〇
89 エスカレータ占用別 89 舗装種別
90 エレベータ有無Ｃ 〇 90 舗装厚
91 エレベータ有無 91 舗装面積
92 エレベータ基数 92 照明有無Ｃ 〇
93 エレベータ占用別Ｃ 〇 93 照明有無
94 エレベ タ占用別 94 照明種別Ｃ 〇
95 広場有無Ｃ 〇 95 照明種別
96 広場有無 96 照明灯数
97 噴水有無Ｃ 〇 97 ロードヒート有無Ｃ 〇
98 噴水有無 98 ロードヒート有無
99 植樹有無Ｃ 〇 99 ロ ドヒ ト種類
100 植樹有無 100 ロードヒート延長
101 通学路指定有無Ｃ 〇 101 ロードヒート面積
102 通学路指定有無 102 備考１
103 通学路指定年月日 103 備考２
104 管理協定有無Ｃ 〇 104 備考３
105 管理協定有無 105 市区町村自Ｃ 〇
106 協定年月日 106 市区町村自
107 協定先名 107 市区町村至Ｃ 〇
108 照明Ｃ 〇 108 市区町村至
109 照明 109 初期登録日付 〇
110 照明種別Ｃ 〇 110 修正日付 〇
111 照明種別 111 エラー有無フラグ 〇
112 照明灯数 112 予備１
113 ロードヒート有無Ｃ 〇 113 予備２
114 ロードヒート有無 114 予備３
115 ロードヒート種別 115 予備４
116 ロ ドヒ ト延長 116 予備５
117 ロードヒート面積 117 経度自
118 備考１ 118 緯度自
119 備考２ 119 経度至
120 備考３ 120 緯度至
121 市区町村自Ｃ 〇 121 経緯度取得方法Ｃ 〇
122 市区町村自 122 経緯度取得方法
123 市区町村至Ｃ 〇 123 角度
124 市区町村至
125 初期登録日付 〇 29 10 11 11
126 修正日付 〇
127 エラー有無フラグ 〇
128 予備１
129 予備２
130 予備３
131 予備４
132 予備５
133 経度自
134 緯度自
135 経度至
136 緯度至
137 経緯度取得方法Ｃ 〇
138 経緯度取得方法
139 角度
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【巻末】土工 DB コードデータ等、列削除項目（３）
項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象

1 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇
2 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇
3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇
4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇
5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇
6 出張所Ｃ 〇 路線 6 出張所Ｃ 〇 路線 6 出張所Ｃ 〇 路線 6 出張所Ｃ 〇 路線
7 路線 現旧区分Ｃ 〇 7 路線 現旧区分Ｃ 〇 7 路線 現旧区分Ｃ 〇 7 路線 現旧区分Ｃ 〇
8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１
9 整理番号１ 整理番号２ 9 整理番号１ 整理番号２ 9 整理番号１ 整理番号２ 9 整理番号 整理番号２
10 整理番号２ 整理番号３ 10 整理番号２ 整理番号３ 10 整理番号２ 整理番号３ 10 整理番号２ 整理番号３
11 整理番号３ 地建 11 整理番号３ 地建 11 整理番号３ 地建 11 整理番号３ 地建
12 地建 事務所 12 地建 事務所 12 地建 事務所 12 地建 事務所
13 事務所 出張所 13 事務所 出張所 13 事務所 出張所 13 事務所 出張所
14 出張所 補助番号 14 出張所 補助番号 14 出張所 補助番号 14 出張所 補助番号
15 補助番号 施設名称 15 補助番号 施設名称 15 補助番号 施設名称 15 補助番号 施設名称
16 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分
17 名称 図面種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇
18 百米標 図面種別 18 百米標自 図面種別 18 百米標自 図面種別 18 百米標自 図面種別
19 距離 表示出力順 19 距離自 表示出力順 19 距離自 表示出力順 19 距離自 表示出力順
20 調製年月日 図面名称 20 百米標至 図面名称 20 百米標至 図面名称 20 百米標至 図面名称
21 改訂年月日 作成年月 21 距離至 作成年月 21 距離至 作成年月 21 距離至 作成年月
22 施設完成年度 図面サイズ 22 調製年月日 図面サイズ 22 市区町村自Ｃ 〇 図面サイズ 22 調製年月日 図面サイズ
23 施設改修年度 イメ ジ 23 改訂年月日 イメ ジ 23 市区町村自 イメ ジ 23 改訂年月日 イメ ジ
24 完成年月 ファイル名 24 施設完成年度 ファイル名 24 検査数字自 ファイル名 24 施設完成年度 ファイル名
25 上り下り区分Ｃ 〇 図面媒体名称 25 施設改修年度 図面媒体名称 25 所在地自 図面媒体名称 25 施設改修年度 図面媒体名称
26 上り下り区分 初期登録日付 〇 26 上り下り区分Ｃ 〇 初期登録日付 〇 26 市区町村至Ｃ 〇 初期登録日付 〇 26 完成年月 初期登録日付 〇
27 所在地 修正日付 〇 27 上り下り区分 修正日付 〇 27 市区町村至 修正日付 〇 27 上り下り区分Ｃ 〇 修正日付 〇
28 設置区分Ｃ 〇 エラー有無フラグ 〇 28 所在地 エラー有無フラグ 〇 28 検査数字至 エラー有無フラグ 〇 28 上り下り区分 エラー有無フラグ 〇
29 設置区分 29 設置区分Ｃ 〇 29 所在地至 29 所在地自
30 構造形式種別Ｃ 〇 30 設置区分 30 調製年月日 30 所在地至
31 構造形式種別 31 形式種別Ｃ 〇 31 改訂年月日 31 設置区分Ｃ 〇
32 工場製品場所打別Ｃ 〇 32 形式種別 32 施設完成年度 32 設置区分
33 工場製品場所打別 33 使用用途Ｃ 〇 33 施設改修年度 33 構造形式Ｃ 〇
34 延長 34 使用用途 34 上り下り区分Ｃ 〇 34 構造形式
35 内空幅 35 管径 35 上り下り区分 35 基礎形式Ｃ 〇
36 内空高 36 最大土被り 36 のり面斜面分類Ｃ 〇 36 基礎形式
37 最大土被り 37 最小土被り 37 のり面斜面分類 37 擁壁延長
38 最小土被り 38 延長 38 規制区間内外別Ｃ 〇 38 擁壁設置道路延長
39 基礎種類Ｃ 〇 39 構造区分Ｃ 〇 39 規制区間内外別 39 最大高
40 基礎種類 40 構造区分 40 のり面最大直高 40 最小高
41 基礎本数 41 基礎形式Ｃ 〇 41 のり面平均勾配 41 勾配
42 基礎杭径 42 基礎形式 42 落石対策工工種区分１Ｃ 〇 42 擁壁面積
43 舗装種別Ｃ 〇 43 管理協定有無Ｃ 〇 43 落石対策工工種区分１ 43 工場製品場所打別Ｃ 〇
44 舗装種別 44 管理協定有無 44 落石対策工高さ厚さ１ 44 工場製品場所打別
45 舗装厚 45 協定年月日 45 落石対策工幅１ 45 主要材料Ｃ 〇
46 舗装面積 46 管理者名 46 落石対策工直径１ 46 主要材料
47 斜角 47 備考 47 落石対策工面積１ 47 標準設計適用番号
48 標準設計適用番号 48 市区町村自Ｃ 〇 48 落石対策工延長１ 48 総段数
49 通学路指定有無Ｃ 〇 49 市区町村自 49 落石対策工個数段数１ 49 段目
50 通学路指定有無 50 市区町村至Ｃ 〇 50 落石対策工完成年月１ 50 備考
51 通学路指定年月日 51 市区町村至 51 落石対策工工種区分２Ｃ 〇 51 市区町村自Ｃ 〇
52 管理協定有無Ｃ 〇 52 初期登録日付 〇 52 落石対策工工種区分２ 52 市区町村自
53 管理協定有無 53 修正日付 〇 53 落石対策工高さ厚さ２ 53 市区町村至Ｃ 〇
54 協定年月日 54 エラー有無フラグ 〇 54 落石対策工幅２ 54 市区町村至
55 協定先名 55 予備１ 55 落石対策工直径２ 55 初期登録日付 〇
56 現況Ｃ 〇 56 予備２ 56 落石対策工面積２ 56 修正日付 〇
57 現況 57 予備３ 57 落石対策工延長２ 57 エラー有無フラグ 〇
58 通行制限内容 58 予備４ 58 落石対策工個数段数２ 58 予備１
59 照明有無Ｃ 〇 59 予備５ 59 落石対策工完成年月２ 59 予備２
60 照明有無 60 経度自 60 落石対策工工種区分３Ｃ 〇 60 予備３
61 照明種別Ｃ 〇 61 緯度自 61 落石対策工工種区分３ 61 予備４
62 照明種別 62 経度至 62 落石対策工高さ厚さ３ 62 予備５
63 照明灯数 63 緯度至 63 落石対策工幅３ 63 経度自
64 ロードヒート有無Ｃ 〇 64 経緯度取得方法Ｃ 〇 64 落石対策工直径３ 64 緯度自
65 ロ ドヒ ト有無 65 経緯度取得方法 65 落石対策工面積３ 65 経度至
66 ロードヒート種別 66 角度 66 落石対策工延長３ 66 緯度至
67 ロードヒート延長 67 落石対策工個数段数３ 67 経緯度取得方法Ｃ 〇
68 ロードヒート面積 20 10 68 落石対策工完成年月３ 68 経緯度取得方法
69 備考１ 69 表面排水工工種区分１Ｃ 〇 69 角度
70 備考２ 70 表面排水工工種区分１
71 備考３ 71 表面排水工高さ厚さ１ 19 10
72 市区町村Ｃ 〇 72 表面排水工幅１
73 市区町村 73 表面排水工直径１
74 初期登録日付 〇 74 表面排水工面積１
75 修正日付 〇 75 表面排水工延長１
76 エラ 有無フラグ 〇 76 表面排水工個数段数１
77 予備１ 77 表面排水工完成年月１
78 予備２ 78 表面排水工工種区分２Ｃ 〇
79 予備３ 79 表面排水工工種区分２
80 予備４ 80 表面排水工高さ厚さ２
81 予備５ 81 表面排水工幅２
82 経度 82 表面排水工直径２
83 緯度 83 表面排水工面積２
84 経緯度取得方法Ｃ 〇 84 表面排水工延長２
85 経緯度取得方法 85 表面排水工個数段数２
86 角度 86 表面排水工完成年月２

87 地下排水工工種区分１Ｃ 〇
24 10 88 地下排水工工種区分１

89 地下排水工高さ厚さ１
90 地下排水工幅１
91 地下排水工直径１
92 地下排水工面積１
93 地下排水工延長１
94 地下排水工個数段数１
95 地下排水工完成年月１
96 地下排水工工種区分２Ｃ 〇
97 地下排水工工種区分２
98 地下排水工高さ厚さ２
99 地下排水工幅２
100 地下排水工直径２
101 地下排水工面積２
102 地下排水工延長２
103 地下排水工個数段数２
104 地下排水工完成年月２
105 路面排水工工種区分１Ｃ 〇
106 路面排水工工種区分１
107 路面排水工高さ厚さ１
108 路面排水工幅１
109 路面排水工直径１
110 路面排水工面積１
111 路面排水工延長１
112 路面排水工個数段数１
113 路面排水工完成年月１
114 路面排水工工種区分２Ｃ 〇
115 路面排水工工種区分２
116 路面排水工高さ厚さ２
117 路面排水工幅２
118 路面排水工直径２
119 路面排水工面積２
120 路面排水工延長２
121 路面排水工個数段数２
122 路面排水工完成年月２
123 植生状況Ｃ 〇
124 植生状況
125 水状況Ｃ 〇
126 水状況
127 湧水量
128 のり段数
129 １段目直高
130 １段目勾配
131 １段目小段幅
132 ２段目直高
133 ２段目勾配
134 ２段目小段幅
135 ３段目直高
136 ３段目勾配
137 ３段目小段幅
138 ４段目直高
139 ４段目勾配
140 ４段目小段幅
141 ５段目直高
142 ５段目勾配
143 ５段目小段幅
144 ６段目直高
145 ６段目勾配
146 ６段目小段幅
147 ７段目直高
148 ７段目勾配
149 ７段目小段幅
150 ８段目直高
151 ８段目勾配
152 ８段目小段幅
153 ９段目直高
154 ９段目勾配
155 ９段目小段幅
156 10段目直高
157 10段目勾配
158 10段目小段幅
159 備考
160 初期登録日付 〇
161 修正日付 〇
162 エラ 有無フラグ 〇
163 予備
164 予備２
165 予備３
166 予備４
167 予備５
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別紙１

別紙１－57

【巻末】土工 DB コードデータ等、列削除項目（４）
項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象 項目名 対象

1 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇 整理番号 〇 1 整理番号 〇
2 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇 処理区分 〇 2 処理区分 〇
3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇 地建Ｃ 〇 3 ｴﾗｰﾌﾗｸﾞ 〇
4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇 事務所Ｃ 〇 4 地建Ｃ 〇
5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇 出張所Ｃ 〇 5 事務所Ｃ 〇
6 出張所Ｃ 〇 路線 6 出張所Ｃ 〇 路線 6 出張所Ｃ 〇
7 路線 現旧区分Ｃ 〇 7 路線 現旧区分Ｃ 〇 7 路線
8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 8 現旧区分Ｃ 〇 整理番号１ 8 現旧区分Ｃ 〇
9 整理番号１ 整理番号２ 9 整理番号１ 整理番号２ 9 整理番号１
10 整理番号２ 整理番号３ 10 整理番号２ 整理番号３ 10 整理番号２
11 整理番号３ 地建 11 整理番号３ 地建 11 整理番号３
12 地建 事務所 12 地建 事務所 12 地建
13 事務所 出張所 13 事務所 出張所 13 事務所
14 出張所 補助番号 14 出張所 補助番号 14 出張所
15 補助番号 施設名称 15 補助番号 施設名称 15 補助番号
16 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分 現旧区分 16 現旧区分
17 名称 図面種別Ｃ 〇 17 名称 図面種別Ｃ 〇 17 百米標自
18 百米標自 図面種別 18 百米標自 図面種別 18 距離自
19 距離自 表示出力順 19 距離自 表示出力順 19 百米標至
20 百米標至 図面名称 20 百米標至 図面名称 20 距離至
21 距離至 作成年月 21 距離至 作成年月 21 調製年月日
22 調製年月日 図面サイズ 22 調製年月日 図面サイズ 22 改訂年月日
23 改訂年月日 イメージ 23 改訂年月日 イメージ 23 施設完成年度
24 施設完成年度 ファイル名 24 施設完成年度 ファイル名 24 施設改修年度
25 施設改修年度 図面媒体名称 25 施設改修年度 図面媒体名称 25 完成年月
26 完成年月 初期登録日付 〇 26 完成年月 初期登録日付 〇 26 上り下り区分Ｃ 〇
27 上り下り区分Ｃ 〇 修正日付 〇 27 上り下り区分Ｃ 〇 修正日付 〇 27 上り下り区分
28 上り下り区分 エラー有無フラグ 〇 28 上り下り区分 エラー有無フラグ 〇 28 所在地自
29 所在地自 29 所在地自 29 所在地至
30 所在地至 30 所在地至 30 設置区分Ｃ 〇
31 防雪対策区分Ｃ 〇 31 施設種別Ｃ 〇 31 設置区分
32 防雪対策区分 32 施設種別 32 構造形式種別Ｃ 〇
33 施設種別Ｃ 〇 33 基礎形式Ｃ 〇 33 構造形式種別
34 施設種別 34 基礎形式 34 工場製品場所打別Ｃ 〇
35 基礎形式Ｃ 〇 35 延長 35 工場製品場所打別
36 基礎形式 36 高さ 36 延長
37 防止予防別Ｃ 〇 37 面積 37 幅
38 防止予防別 38 のり面勾配 38 高さ
39 延長 39 落石探知器有無Ｃ 〇 39 設置道路延長
40 設置道路延長 40 落石探知器有無 40 備考
41 高さ 41 規制区間内外別Ｃ 〇 41 市区町村自Ｃ 〇
42 固定式可動式別Ｃ 〇 42 規制区間内外別 42 市区町村自
43 固定式可動式別 43 塗装面積 43 市区町村至Ｃ 〇
44 のり面勾配 44 備考 44 市区町村至
45 雪崩検知器有無Ｃ 〇 45 市区町村自Ｃ 〇 45 初期登録日付 〇
46 雪崩検知器有無 46 市区町村自 46 修正日付 〇
47 塗装面積 47 市区町村至Ｃ 〇 47 エラー有無フラグ 〇
48 備考 48 市区町村至 48 予備１
49 市区町村自Ｃ 〇 49 初期登録日付 〇 49 予備２
50 市区町村自 50 修正日付 〇 50 予備３
51 市区町村至Ｃ 〇 51 エラー有無フラグ 〇 51 予備４
52 市区町村至 52 予備１ 52 予備５
53 初期登録日付 〇 53 予備２ 53 経度自
54 修正日付 〇 54 予備３ 54 緯度自
55 エラー有無フラグ 〇 55 予備４ 55 経度至
56 予備１ 56 予備５ 56 緯度至
57 予備２ 57 経度自 57 経緯度取得方法Ｃ 〇
58 予備３ 58 緯度自 58 経緯度取得方法
59 予備４ 59 経度至 59 角度
60 予備５ 60 緯度至
61 経度自 61 経緯度取得方法Ｃ 〇 17
62 緯度自 62 経緯度取得方法
63 経度至 63 角度
64 緯度至
65 経緯度取得方法Ｃ 〇 18 10
66 経緯度取得方法
67 角度
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